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医学部等教育・働き方改革支援事業
背景・課題

医学部・歯学部における感染症対策と両立しながらの共用試験の確実な実施のために必要なシミュ
レーター等の教育設備整備や、大学病院における医師等の労働時間短縮や業務効率化に資する
ICT機器等の整備について緊急的な支援を行う。

【１】共用試験公的化対応 10.2億円
 医学生・歯学生の共用試験公的化（令和5年4月等施行）に向けて、試験内容の拡充や試験実
施の厳格化に対応する環境整備を令和４年度中に着手し、公的化後の共用試験を感染対策も
万全にした上で確実に実施する。

 件数・単価：〔医学部〕32箇所×2,500万円／〔歯学部〕 11箇所×2,000万円
 交付先：国公私立大学

【２】医師の働き方改革対応 4.5億円
 労働基準法等に基づく医師の時間外・休日労働時間の上限規制適用（令和6年4月～）に向け
て、各大学病院が確実に必要な特定労務管理対象機関の指定を受けられるよう、ICT機器等によ
る医師等の労働時間短縮や業務効率化に向けた環境整備を令和4年度中に着手する。

 件数・単価：15箇所×3,000万円
 交付先：国公私立大学

事業内容

令和4年度第2次補正予算額 15億円

 事業実施期間：令和4年度（補正）

音声認識システム

歯科治療患者シミュレーター

医用画像共有システム

呼吸音聴診シミュレータ

【事業スキーム】
○共用試験の実施に必要なシミュレーター等設備の整備
○医師の業務効率化を推進するICT機器の整備

成果イメージ

新たな制度の施行に遅滞することなく、公的化後の共用試験の確実な実施や、医師の働き方改革に関する特定労務管理対象機関の指定を受けることにより、コ
ロナ禍における医療人材養成や大学病院の機能が確保されることで医療崩壊を防ぐことに繋がり、国民の安全・安心を確保する。

令和5月4月以降施行の医師法等改正による医学生・歯学生の共用試験公的化に伴い、試験内容の拡充や試験実施の厳格化に対応する環境を整備すること
が求められている。
また、大学病院においては、令和6年4月1日からの医師の時間外・休日労働時間の上限規制適用に向けて、医師勤務時間短縮計画の作成、医療機関勤務環
境評価センターによる評価の受審、都道府県への指定申請等の手続きが必要なため、速やかに医師の労働時間短縮や業務効率化に向けた具体的な取組を進める
必要がある。
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